アクティブノイズキャンセリングぺッドホン 

ATH-ANC9 

取扱説明書 ®audio-technica 


QuietPoint® 


お買い上げいたださありがとラございまず。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正し<ご使用<ださい。 
また、いつでちすぐ読める場所に保管しておいてください。 


本製品は周囲の騒音を傾減し、より快適な環境で音楽を楽しむ 
ためのノイズキャンセリングへツドホンでず。 

巧蔵されたル型マイク□ホンび周囲の騒音を検知し、 

キャンセリング信号を生成して騒音を効果的に低減しまず。 


※本製品のノイズキャンセ U ング機能は主に 300 Hz _ l ソ下の騒音を低減させるため、それ 
ULL の周波数成分のをい騒音(電話の着信音、話し声など)にがしては効果びほとんど 
おりません。 

※全ての騒音び消えるわけではありません。 

※静かな場所や騒音の種類によっては、ノイズキャンセ U ング効果び感じられない場合び 
あ0ます。 

※パワースイッチをオンにすると「サー」という音びしますび、これはノイズキトンセリング 
機能の動作音で故障ではありません。 



参裏の保証規定を必ずお読み < ださい。 

巧巧を社 ザーテ* r / f テク=の 

干 194-8 日日巨東京都巧田市成瀬 220 己 


http;//www.audio-techi1 


お問い合わせ巧（電話/平日9:00〜 17:30) 

製品の仕様’使いかたや修理-部品のご旧談は、お買い上げのお店または当社 窓 びホームぺージの 
ヴ ポートまでお願いします。 

♦相談窓□(聲品の仕様•博いかた）函. 01吕 0-773-4 17 

(携帯電話 .PHS などのごネリ用は 03-6746-0211) 

FAX ; 042-739-91 20 E メー ル： support@audio-technica.co.jp 
♦サービスセンター(修理•部品） 函, 01吕 0-887-41 白 

(携帯蜜話. PHS などのごネリ用は 03-6746-0212) 

FAX ; 042-73 目-日 120 E メー ル： servicecenter@audio-technica.co.jp 
参ホームぺージ(ヴポ ー S ) 
www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 


ま全上のを意 


本製品はを全性に巧分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起 
こることびありまず。事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


/!\ 危険 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使巧ちび死 t : または重傷を負ラ 
可能性び切迫しています」を意なしています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使巧をび死 t : または重傷を負ラ 
可能性びあります」を意日ましています。 

A ま意 

この表示は r 取り扱いを誤った場合、使巧ちび傷害を負ラ、または 
物的損害び発生する可能性びあります」を意味しています。 


^本体についてのま意 


_ A 警告 _ 

♦自動車、バイク、自輯車など、柔り物の運♦周囲の音び間こえないと危険な場所（踏切、 
乾中は絶対に使巧しないでください。交 駅のホーム、工事現場、車や自乾車の通る 

通事故の原因とな0ます。 道など）では使用しないでください。 


么江意 

♦ちをあまり刺激しない適度な音量でご使 
用ください。長時間、大音量で聞くと聴 
力に悪影響を与えることびあります。 

♦肌に異常を感じた場合は、すぐにご使巧 
を中止してください。 

♦本製品を使用中に気分び悪くなった場合 
は、すぐにご使用を中止してください。 


電池についてのま意 


r J 旨定電池単4おアルカリ乾電池または単4おニッケル水素巧電池 


/?\筒埃 


参電池の液び目に入ったときは目をこず5ない 

すぐに水道水などのをれいな水で充分に洗い、医師の診察を受けてください。 


A 警告 


参幼巧の手の届く所に置かない 

電池を飲み込んだ場合はすぐに医師の診察 
ををけてください。窒息や内臓への障害の恐 
れぴあります。 

♦义の中に入れない、加熱、分解、改造しない 
液漏れ、発熱、破裂の原因になりまず。 

参極性通りに入れる 
液焉れ、発熱、破裂の原因になりまず。 

♦液漏れした電地はずぐに取り出し、液は素手 
でさね6ない 

•幼児びなめた場合はすぐに水道水などのを 
れいな水で充分にラびいをし、医師の診察を 
受けて < ださい。 

•皮膚やな服に付いた場合は、すクこ水で洗い 
流してください。皮膚に違和感びある場合は 
医師の診察を受けて < ださい。 


A ま意 

♦列装ラベルがはがれた電地は使用しない、 
ラベルをはぴさない 

ショート状態になり液漏れ、発熱、破裂の 
原因になります， 

♦保管、廃棄の場合は端子部をテープなどで 
絶縁ずる 

液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因に 
なりまず。 

♦逗下させたり強い衝撃を与えない 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな 0 ます。 

♦水に 羅 百さない 

発熱の原因にな D まず， 

♦をおさせたり n ンダ巧けしない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

♦指定の電池 1 U 巧梗巧しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります， 

下の場所で使用、巧 置、 な管しない 
-直射曰光の当たる場所、高温を湿の場 
所-炎天下の車内 

液漏れ、お熱、破裂、性能低下の原因に 
なります。 

♦梗巧済みの電池は自治体の所定の方法で処 
分ずる 

環境保全に配慮して < ださい。 


•硬貨ゃヵギなど金属製のをのと一緒の場所 
に置いた0、電池の+と一を接続しない 

ショート状態にな0液漏れ、発熱、破裂の原因 
になります。 

♦乾電池は巧電しない 
液漏れ、発熱、破幫の原因にな D ます。 

♦巧し、切った電地はずぐに取り出す 
液漏れ、発熱、破幫の原因にな D ます。 

•長期間怯用しない場合は電池を取り出ず 
液漏れによる故障の原因になります。 


参分解や改造はしないでください。 

♦八ウジングとアームの間に、指などをは挟 
まないよラにごを意ください。 


■ お手入れのしかた- 

長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。 

お手入れの隙は、アルコール、シンナーなど溶剤類は使用しないでくださし、。 


参本体について . 乾いた巧で拭いてください。 

♦プラグについて . プラグび汚れたら乾いた巧でおいてください。汚れたまま 

梗用すると、音とびや雑音び入る場合びあります。 

♦イヤパッドについて . 乾いた巧で拭いてください。 


参イヤパッドは消耗品です。保存や使用により劣化しますのでお早めに交換してください。イ 
中バッドの交換、そのほか修理については、販売店または当社サービスセンターへお問い 
合わせください。 

























































巧用上の注意 


Service Information 


♦ご使用の隙は、接続ずる機器の取扱説明書を必ずお読みください。 
♦本製品を使用時に万一>^モ|」一などび消失してを、当社では一切責任を負いません。 
♦交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にならないよラ、音量にご注意ください。 
♦接続する隙は、必ず機器の音量を最ルにしてください。 

♦乾燥した場所ではちにピ U ピ U と刺激を感じることがありまず。これは人体や接続した機 
器に蓄積されに静電気によるをのでヘッドホンの故障ではありません。 

♦強い街撃を与えないで<ださい。 

♦直射日光の当たる場巧、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場巧に置かないでく 
ださい。まに水びかか! 5 ないよラにして<ださい。 

♦本製品は長い間使用すると、紫外線(特に直射曰光）や摩擦により蜜色することびありまず。 
♦本製品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードび引っかかり、断線の原因にな 
りまず。必ず本製品からコードを外して、付属のケースに収納してくだごい。 

♦コードは必ずプラグを持って振を差ししてください。コードを引っ張ると断線や事故の原 
因にな0ます。 

♦コードを接続機器に卷さ付けないでください。断線の原因になります。 

♦デジタルアンプを搭載したポータブルプレーヤーなど、一部の機器ではご使用いただけな 
い場合びありまず。 

♦本製品はノイズキャンセ U ングヘッドホンとして設計されていますので、電源オンとオフで 
音量差びありまず。 

♦電池なしでのご使巧は補助的なをのです。電池び切れに場合は、新しい電池に交換して 
ご使巧 < ださい。 

♦付属の航空機用変換アダプターは、船;空機の搭載機材により使用でさなし墙合があります。 
♦航空機巧で電テ臟器び使用禁止になっている場合や、機内の音楽サービスを個人のへッ 
ドホンで使用することび禁止されている場合は、本製品を使用しないでくだごい。 

♦本製品に付属のケースにはカラビナび付いていまず。このカラビナは本製品を入れにケー 
スをぶら下げる政外の用途には使巧しないで<ださい。 

♦ 06.3/03 .已 mm ステレオジャックのヘッドホン端子切列の機器と接続する攝合は、適 
切な変換プラグアダプターをお買いまめ<ださい。 

♦コードを延長ずる場合は、別売のヘッドホン延長コードをお買レホめください。 

■巧障かな？と思ったら- 

アクティブノイズキャンセリング機能の化組み 

本製品に内蔵されたル型7イクで局囲の環境騒音（乗り物の騒音やエアコンなどの空 
調音など）を収音し、その逆位相音を出して騒音を巧ち消す仕組みになっていまず。 

その結果、環境騒音び低減して聞こえまず。 

r 故障かな？」と思った場合、切下の項目を参考に確認をしてください。殖認後も 
解決されない場合は、お買い上げの販売店または当社相談窓□へお問い合わせ < ださい。 


. 音び出ない。 


A 1 :パワ ー- r ンジケーターをご確認ください。 

! のースイッチがオンの状態で、インジケーターび消えてし、る場合は、新しい電池と 
交換して <ださい。 

A 2 :電地無しで聞く場合はバワースイッチをオフにしてください。 

! (ワースイッチびオンのままでは音は聞こえません。 


Q 2. ノイズキャンセリング効果び感じられない。 


A 1 :パワ ー- r ンジケーターをご確認ください。 

バワースイッチびオンの状態で、インジケーターび消えてし巧場合は、新しい電池と 
交換してください。 

A 2 :電池ケースが確実に取0巧け S れているかご確認ください。 

カチッつと感軸びあるまで電池ケースを巧してください。確実に取り付けられていないと、 
ノイスキャンセリング効果び低下します。 


A 3: ヘッドホンをかけ直してください。 

ヘッドホンとちの位置び合っていない可能性びあります。 


A 4: 周囲の騒音びキャン七リング周波数に合わない場合びちります。 


Q 江ノイズび出る。 


A 1 :デジタルアンプを搭載したポータプルオーディオなど、一部の再生機器では、 
ノイスが出る場合びちりまず。 


Q 4. A ウリング音 （ 「ピー」といラ音）が鳴る。 


A 1 :ヘッドホンをかけ直してください。 

_ヘッドホンと耳の位置び合っていない可能性ぴあります。_ 

A 吕： A ウジングにある開口部に独れないでください。 

A ウジングにある開□部に軸れたり、塞いだりすると A ウ U ング音 （ r ピー」とし巧音)び 
鳴る場合びお0ます。 


Q 己.音びひずむ。 


A 1 :接続した機器の音量を小さくしてください。 

A 2 :新しい電池または満巧電された巧電地に交換してください。 

電池の消耗び考えられます。新しい電池または満充電された充電細こ交換してくださし、。 


ン、パタパタといった音び聞こえる。 


A 1 :近くにある携帯電話やコンピューター関運機器のノイズを拾っている可能性ぴちりまず。 

ノイズを発生させる機器から遠ざけてご使用ください。 


Warranty service 

Audio-Techn に a Active Noise Cancelling Headphones may be sent to any of 
the Authorized Audio-Technica Service Centers listed below for warranty 
repair or replacement. For details of warranty service, return approval, and 
shipping information, contact the Authorized Audio-Technica Service Center 
in your region. 

All product submitted for warranty repair or replacement must be 
pre-approved and must be sent prepaid and include a sales slip, receipt or 
other proof of purchase date. 

Defects due to normal wear, abuse, shipping damage, or failure to use 
product in accordance with instructions are not warranted. Unauthorized 
repair or modification, or removal or defacing of the product labeling will 
void the warranty. 



Service Department, Audio-Technica U.S., Inc. 

Address : 1221 Commerce Drive, Stow, Ohio 44224 
Tel : +1330-686-2600 

(Monday - Friday, 8:30 a m. - 4:30 p.m. Eastern time) 
Fax : +1330-688-3752 
E-mail : repair@atus.com 
Web site ; http://www.audio-technica.com 


India, GCC 


Audio-Technica (S.E.A.) Pte Ltd. 

Address : 1 Ubi View, Focus One, #01-14, Singapore 408555 
Singapore 

Tel ; +65 6749-5686 
Fax : +65 6749-5689 

E-mail Tech-Support : techsupport@audio-technica com.sg 
E-mail Sales : sales@audio-technica.com.sg 
Web site : http://www.audio-technica.com.sg 



Hong Kong and Macau - 

Service Center, Audio-Technica (Greater China) Lim け ed 
Address : Unit K, 9/F., Kaiser Estate, Phase 2, 


51 Man Yue Street, Hunghom, Kowloon, HK 
Tel : +852 2356-9268 
Fax : +852 2773-0811 
E-mail : service.hk@audio-technica.com.hk 
Web site : http://www.audio-technica.com.hk 

China - 

Service Center, Audio-Technica (Greater China) Limited 

Address : Room 908(904), 31 Zhong Shan 2 Road, Yue Xiu District, 

Guangzhou, Guangdong, China 

Tel : +86 (0)20-3626-4069 

Fax : +86 {0)20-3626-4347 

E-mail : serviceQaudio-technica.com.hk 

Web site : http://www.audio-technica.com.hk 



Pr 口 duct & Technical Support Department, Audio-Technica し td. 
Address : Audio-Technica Limited (UK) 

Unit 5, Millennium Way, Leeds, LS11 己 AL 
Tel : +44 (0)113-277-1441 
Fax : +44 (0)113-270-4836 
E-mail : techsupport@audio-technica.co.uk 



International Dept., Audio-Technica Corp. 

Address ; 2206 Naruse, Machida, Tokyo 194-8666, Japan 

Tel : +81(0)42-739-9126 

Fax : +81{0)42-739-9129 

E-mail : overseas@audio-technica.co.jp 

Web site : http://www.audio-technica.co jp/overseas 



Customer Service Department, Audio-technica Taiwan Co., Ltd. 
Address: No.6, Lane 322, Sec.2, Fuda Rd, Jhongli-city, 


Taoyuan-county, Taiwan 32050, R.O.C. 
Tel: +886 (0)3-498-5831 


Fax: +886 (0)3-498-5830 


E-mail: service@audio-technica com.tw 


Web site: http://www.audio-technica.com.tw 



Customer Service Department, Audio-Technica Corp. 

Address : 2206 Naruse, Machida, Tokyo 194-8666, Japan 

Tel : +81 脚 42-739-9161 

Fax : +81(0)42-739-9120 

E-mail : support@audio-technica.co.jp 

Web site : http://www.audio-technica.co.jp 


Outside of these areas , please contact your local dealer for warranty/service details . 

















































■ る部の名跡と機能 


モードにごいて 



AIRPLANE 
エアプレインモード 

OFFICE 
オフイスモード 

STUDY 
スタディモード 


ヘッドバンド 


左側には指で觸つて 
わかるよラに 
凸形状びあります。 


モードインジケーター 

パワースイッチびオンになると 
LED び点灯します。点む色は、最 
後に使用した隙のモードの色び点 
なします。 

パワースイッチ 

アクティフ’ノイズキャンセ U ング機 
能を動作させるスイッチです。電池 
びなくなった場合は、パワースイッ 
チをオフにして補助的にステレオへ 
ッドホンとして使巧でさまず。 
(スルー機能） 


左ち ( L / R ) 
表示位置 


モード切換ボタン 

ボタンを押すごとに3つのモードを順番に切り換えます。 

3つのモードの言羊細は、「モードについて」を参照<ださい。 



本製品は3つのモードか b お好みのノイズキャンセルモードを選ぶことびで 
をまず。環境や場所によってさまざまな特性をちつ騒音に合わせて、効果的 
なノイズキャンセ U ングをお楽しみください。 

モードの切り換えかた 

「モード切換ボタン」を巧し、モードを切り換えます。切り換えるたびに、インジケ 
ーターの色と確認音び変わります。 

※本製品のパワースイッチをオンにすると、最後に使巧した際のモードになります。 


AIRPLANE 1アプレインモ-ド 

飛行機や電車など騒音び大さい環境で使巧することをおすすめします。 

モードインジケーター:青色確認昔 r ピッ」 


姑 


OFFICE オフィスモ-ド 

0A 機器、空調機器などの騒音び常にある環境で使用することをおすずめし 
ます。 

モードインジケーター:赤色確認吉 r ピピッ」 

STUDV III スタデイモード 

騒音びみない環境でもより集中したいとをなどに使用ずることをおずすめし 
ます。 

モードインジケーター:緑色確認吉 r ピピピッ」 



※航空機でご使巧の際は、搭載機器によりジャックの形状び異なります。 
航空機用変換 アダプターとか 已 .3mm 金メッキ ステレオ 変換 アダプターを 
必ずお持ち < ださい。 




ス7—トフオン 
専用ヘッドホンコード 
(マイクけきリモートコント ローラー /1 .2 m ) 


腑空機用変換 
アダプター 

で 


単4おアルカリ乾電池 
(動作確認用） 




スマートフオン専用 
変換コード 


0巨 .3 mm 金メッキ 
ステレオ変換アダプター 



専用ケース 
(ポーチ付を） 


■ 電池交換のしかた 

1 電池ケースを引さ出します。 



ク電池ケースか5電池を取り出してください。 
電池び取り出しにくいときは、電池ケース裏の 
穴から専用ヘッドホンコード（付属）のプラグ 
で巧して < ださい。 


矢印1に指をかけて巧しなびら、 
矢印2の方向へ引き出します。 


3 


+—の極性表示に合わせて新しい電 
池(単4おアルカ U 乾電池またはニッ 
ケル水素充電池）を1本入れて < だ 


© 





4 電池ケースを収納します。 

カチッと感體があるまで巧します。 



■ スマートフォン専用ヘッドホンコード- 

(マイク巧きリモートコント□—ラー)のほいかた 


正面 裏面 

丄丄 



操作 

手順 

音楽や動画を再をする 

音楽や動画を一時停止する 

着信を受ける 

通話を終了する 

コントレボタンを 

1回巧します。 


7イク 
コント □— ルポタン 

《一部のスマートフオンでは、音楽•動画再生/一時停止の操作が 
でさない場合がありまず。 

《スマートフォンの使用ち法については、当社ではサポートしていません。 


※最新の適合につをましては当社ホームページ 
( http :// www . audio - technica . co . jp / i /) を 
ご確認ぐださい。 



キャンセリング量 



























































■ ほいかた- 

1付属の専用ヘッドホンコードを本製品に接続して < ださい。 

接続ずる機器の音量を最ルにして、ヘッドホン端子に本製品を接続します。 

航空機でご使巧の場合は下図のよラに付属の航空機巧変換アダプターなどをご使 
用 < ださい。 

※ヘッドホンコードのプラグは奥までしっかりと差し込んでください。 

吕 本製品の/ くワースイッチをオンにし、モードインジケーターを確認しなびらお好みの 
モードに切り換えて < ださい。 

(ノイズキャンセ U ング機能を使用しない場合はオフにします。この場合、インジケー 
夕一は点むしません。） 

3 本製品の’ ’ L (左)’の表示側を左耳に、 ’’ R (ち)’’の表示側をち耳に装着し、イヤパッド 
び耳全イ本を覆うようにヘッド7 くンドを調藝しまず。イヤノ（ッドと耳の間になるベく隙間 
びで去ないよラにして < ださい。 

4 接続した機器を再生し、音量を調整します。 

已 使巧渡、パワースイッチをオフにして、専用ヘッドホンコードを外し1てください。 

♦専巧ヘッドホンコードを本製品に接続せずにノイズキャンセ U ング機能だけを使巧ず 
ることち巧能です。 

♦ 電池び切れた場合でも、ノ f ワースイッチをオフにして通常使巧びできる機能を搭載し 
ています。 （スルー 機能） 

《本製品は性能確保のため、音楽再生音びがから聞こえやすくなっています。交通機 
関や公共の場所では、ほかの人の迷惑にならないよラ、音量にご注意 < ださい。 

《本製品を使巧中、八ウジングにある開□部(下図参照)に軸れたり、塞いだりすると 
A ウ U ング音（「ピー」という音)び鳴る場台びあります。 


Xperia シリーズの 
スマートフォンなど 


ポータプル 
プレーヤーなど 



■専用ケースに付属のポーチは着脱可能になっています。 

専用ケースの内側(下図の位置)へ貼り付けてご使巧ください。 

本製品を専用ケースに収納する際は、必ず専用ヘッドホンコードをヘッドホン 
から取りがしてください。 



※目占り付ける位置によっては 
ヘッドホンに傷び付くことび 
ありますのでごミ主意ください。 


♦本製品に付属のケースにはカラビナび付いています。このカラビナは本製品を 
入れたケースをぶ6下げる切がの巧途には使用しないでください。 

(アウトドア巧ではあじません。） 

♦カラビナのねじを必ず最後まで締めてから使巧して < ださい。 


♦ねじ部や可動部にびたつ去び無いことを確認のラえ、使巧して<ださい。 
びたつをびある場合は、使巧しなし、でください。 


■ テクニカル データ 


型式 

朽ィバ ー 
再生周波数帯域 
ノイズキャンセルレベル 
出力音圧レベル 

インピーダンス 

質量语池']-ドを含まず) 
電源 

電池寿命 


密閉ダイナミック型 
040 mm 
10〜25,000 Hz 
最大一3加巨 

100服 / mW (ノイズキャンセル使用時） 

1 OOdB/mW (ノイズキャンセル不使用晴 
1000 (ノイズキャンセル使用時） 

3吕 Q (ノイズキャンセル不使用時） 

約22日 居 

単 4 あアルカ IJ 乾電池または単 4 おニッケル水素充電池 XI 本 
約 30 時間* 1 (単 4 形アルカ IJ 乾電池使用時） 

約1巳時間* 1 (単4あニッケル水素充電池使用時） 


• 付属品 

専用ヘッドホンコード(ゆ3.巳 mm 金火ソキステレオミニプラグ / L 型）1.吕 m 、 スマートフオン 
専用ヘッドホンコード(マイク付き U モートコント□-ラー/¢3.已 mm 金メッキ4極ステレオ 
ミニプラグ / L 型)1 .2 m 、 スマートフオン専用変換コード、の目. 3 mm 金メッキステレオ変換ア 
ダフター、航空機用変換アダプター※2《3、単4あアルカ U 乾電池觸作確認用)、専用ケ 
ース(ポーチ付さ） 


■ 交換イヤノッド ： HP - ANC 9 


里巧寿命は、使用条件によって異なります。 

《2航空機の搭載機器により、使用でをない場含びあります。あらかじめご了承ください。 

《3このアダプターは本製品き用です。ほり、のヘッドおソこは使用しなし、でください。 
*rxperia」 は、 Sony Ericsson Mobile Communications AB の商標または登録商標です。 


(改良などのため予唐な < 変更することびあります。） 

アフターサービスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続•を意書をに従ったご使用において故障した場 
合、保証書記載の期間•規定により無料修理をさせていただをます。修理びでさない製品の 
場合は、交換ごせていただきます。お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開 
始曰の確認のために保証書と共に大切に保管し、修理などの際は堤示をお願いします。 


お問い合わせ巧(電話受付/平日日： 00-17:30) 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓□およびホーム 
ぺージのサポートまでお願いします， 

♦相談窓口 (製品の化様.博いかた） 函，0120 -773-4 17 
(携帯電話 ’ PHS などのご利用は03-己74巨-0211 ) 

FAX : 042 -73 日-日120 E メール： support @ audio - technica . co.jp 
♦サービスセンター(修理•部品） 函. 0120 -887-41 巨 
(携帯電話 . PHS などな)ごネリ巧は03-已74白-日21 2) 

FAX : 042 -73 日-日120 E メール： servicecenter @ audiD - technica . co.ip 
参ホームぺージ(ヴポート ） www . audio - technica . co . jp / atj / support / 


株巧を社が—テ'<71■テク=/? 


干 194-8 日66東京都町■田市成源2206 ht な):// www.audio-technica.cojp 13231003 id 


I 才ーディオテクニカ製品をお買い上げし)ただきましてまことにありびとうございま 
。製品に万一異常が生じた場合は、お買い上げのお店、当社サービスセンターへ 
kP 絡ください。この保証書の規定により保証期間內に限り無料で修理させてい 
、巧ます。修理の際にはこの保証書をご提示願いますので大切に保存してくだ 
さ買い上げの隙の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のため 
に、こ保管 <ださい。なお、保証期間経過後も責任をちって修理いたしますび、 
その際 巨料となりますのでご了承ください。本製品の基本性能を維持するため 
に必要な M 目(補修用性能部品)の最あ保有年限は製造巧切後日年です。 

^言 正規定 （ぶ、ずお読みください） 

切下の場合は間内でを修理実費をいただき、故障の状況によっては修理で 
きないこともあ0%■。また修理の際オーディオテクニカの判断で製品交換をさせ 
ていただ < ことびあ^すのでご了承 < ださい。 

①本保記書び提示^ない場合。 

⑥本な証書にご購入^曰•購入店名の記入擦印または、それに代わる保証 
開始時期を証明す^(お買い上げレシートなど)びない場合。 

③お買い上げ後の落下 ’ iiie •衝撃などによる損傷、変形。 



ポー 

問ね 


ず、ソフトおよびデータなどは補償いたしかねま^ミでご了承ください。 


t 製品を送付される場合 
IL い。製品は、輸送中の 


しても修理完 


修理品の送料 

♦保証の期間内、期間経過後を問わず、修理•検査のた I 
は、お客様に送料をご負担いたださますのでご了承ぐ 
事故びないよラ、個包してください。 

修理品の保証 

♦修理後、同一個所に同一の故障び生じた攝をは、保証期間を； 

了曰より3力月じ(内に限り無料で修理いたします。 

その他 

①本保証書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束す- 
従って、本保証書の記載内容によってお客様の法律上の権利び制限- 
では态りません。 

⑤本保証書は日本国内でのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Jap ; 
③本保証書は再発行いたしませんので、紛失なさらなしなう大切に保管してくだ: 

®audio-technica 



のです。 
をの 




































































